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印
刷
、
紙
媒
体
の
復
活
へ

　

同
じ
写
真
な
の
に
、
そ
れ
を
印

刷
す
る
紙
質
に
よ
っ
て
、
見
る
人

に
与
え
る
印
象
が
変
わ
る
。
こ
れ

ま
で
ベ
テ
ラ
ン
の
感
覚
に
頼
っ
て

き
た
「
紙
を
選
ぶ
基
準
」
を
数
値

化
で
き
な
い
か
。
今
年
１２
月
で
創

業
１
０
５
周
年
を
迎
え
る
総
合
印

刷
、
企
画
、
デ
ザ
イ
ン
の
中
本
本

店
（
中
区
東
白
島
町
）
が
新
た
な

挑
戦
を
始
め
た
。

　

昨
年
４
月
か
ら
中
国
地
域
創
造

研
究
セ
ン
タ
ー
の
「
質
感
色
感
研

究
会
」
に
参
加
。
広
島
国
際
大
学

と
同
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
写

真
印
刷
の
評
価
実
験
を
行
っ
た
。

複
数
の
紙
に
印
刷
し
た
同
一
の
写

真
を
見
て
、
つ
や
つ
や
、
あ
ざ
や

か
、
シ
ャ
ー
プ
、
目
立
つ
な
ど
、

１６
種
類
の
表
現
に
最
も
当
て
は
ま

る
と
思
う
も
の
を
選
ぶ
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
。
社
員
２６
人
の
有

効
回
答
を
基
に
紙
の
質
感
、
色
感

な
ど
に
よ
っ
て
異
な
る
印
象
を
分

析
し
、
５
段
階
で
評
価
し
た
チ
ャ

ー
ト
を
作
成
し
た
。

　

例
え
ば
「
優
し
い
」
イ
メ
ー
ジ

に
し
た
い
場
合
は
あ
た
た
か
み
、

し
っ
と
り
と
し
た
印
象
の
数
値
が

高
い
紙
が
適
切

と
い
っ
た
提
案

の
根
拠
を
チ
ャ
ー
ト
か
ら
割
り
出

す
。
こ
れ
ま
で
印
刷
業
界
は
ベ
テ

ラ
ン
社
員
の
直
感
的
、
経
験
的
な

判
断
で
紙
質
に
よ
る
差
異
を
言
語

化
し
て
い
た
が
、
若
手
の
営
業
担

当
も
説
得
力
の
あ
る
紙
選
び
の
提

案
を
、
可
視
化
し
て
示
す
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
。

　

そ
の
研
究
成
果
を
昨
年
１２
月
９

日
、
日
本
人
間
工
学
会
中
国
・
四

国
支
部
大
会
で
発
表
し
た
。
同
業

他
社
へ
も
共
有
す
る
こ
と
で
業
界

全
体
の
提
案
力
を
高
め
、
近
年
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
動
画
な
ど
の
新

し
い
媒
体
の
台
頭
に
押
さ
れ
て
や

や
苦
戦
し
て
い
る
印
刷
業
界
、
紙

媒
体
の
需
要
掘
り
起
こ
し
を
促
し

た
い
と
い
う
。

　

４
代
目
の
中
本
俊
之
社
長
の
長

男
で
、
昨
年
１２
月
取
締
役
に
就
任

し
た
達
久
さ
ん
（
３３
）
は
、

「
当
社
は
日
常
的
に
約
４
０
０
種

に
及
ぶ
紙
を
扱
っ
て
い
る
。
紙
質

の
違
い
は
非
常
に
繊
細
で
、
取
引

先
に
そ
の
微
妙
な
違
い
を
明
確
に

伝
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
数
値
化

す
る
こ
と
で
ベ
ス
ト
な
提
案
を
引

き
出
す
の
が
狙
い
。
受
注
・
発
注

者
の
双
方
に
、
よ
り
満
足
度
の
高

い
印
刷
の
品
質
を
高
め
て
い
く
。

紙
媒
体
な
ら
で
は
の
特
長
、
そ
の

魅
力
を
広
く
、
分
か
り
や
す
く
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
不
断
の
努
力
が

大
切
だ
と
思
う
。
裏
方
で
は
あ
る

が
、
産
業
や
文
化
を
先
導
し
て
き

た
印
刷
業
界
、
紙
媒
体
の
復
活
に

少
し
で
も
役
立
ち
た
い
」

　

２
０
１
４
年
に
東
京
大
学
経
済

学
部
を
卒
業
後
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀

行
に
入
行
。
早
く
か
ら
親
子
で
得

心
し
て
い
た
と
い
う
家
業
を
継
ぐ

た
め
帰
郷
し
、
２２
年
１
月
に
中
本

本
店
に
入
る
。
銀
行
か
ら
印
刷
業

界
に
移
り
、
日
々
特
訓
中
。

　

極
め
て
貴
重
な
職
人
の
技
を
次

の
世
代
へ
ど
う
や
っ
て
伝
え
、
発

展
さ
せ
て
い
く
の
か
。
時
代
が
求

め
る
経
営
に
ど
う
適
応
し
て
い
く

の
か
。
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
先
輩

か
ら
後
輩
へ
伝
承
し
て
き
た
老
舗

な
ら
で
は
の
テ
ー
マ
も
抱
え
て
い

る
の
だ
ろ
う
。

　

昨
年
秋
、５０
年
ぶ
り
に「
全
日
本

印
刷
文
化
典
広
島
大
会
」
が
広
島

市
内
の
ホ
テ
ル
で
あ
っ
た
。
中
本

社
長
は
１６
年
か
ら
広
島
県
印
刷
工

業
組
合
の
理
事
長
を
務
め
、
広
島

大
会
委
員
長
と
し
て
東
奔
西
走
。

こ
ん
な
話
を
し
て
く
れ
た
。

「
印
刷
業
界
は
バ
ブ
ル
景
気
も
反

映
し
、
ピ
ー
ク
の
１
９
９
１
年
に

製
品
出
荷
額
８
・
９
兆
円
と
成
長

カ
ー
ブ
を
描
い
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
以
降
、
新
媒
体
の
台
頭
や
デ
ジ

タ
ル
化
な
ど
に
よ
っ
て
印
刷
物
が

減
少
傾
向
を
た
ど
り
、
２
０
２
１

年
度
で
半
分
近
く
の
４
・
８
兆
円

に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
ほ
ぼ
同
じ

傾
向
を
た
ど
る
県
の
出
荷
額
は
１６

年
で
９
５
５
億
円
。
県
印
刷
工
業

組
合
の
会
員
数
は
１
９
９
７
年
の

１
８
４
社
を
ピ
ー
ク
に
、
現
在
は

119


社
。
こ
の
間
に
印
刷
技
術

に
関
わ
る
製
版
や
写
植
会
社
の
多

く
が
姿
を
消
し
た
」

　

復
活
の
取
り
組
み
を
次
号
で
。
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